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次に、保護者の様子を教員がどのように捉えているかについて、高学年の年間時数別にみた。

「英語教育の内容に満足している」という項目に、「そう思う」と回答した割合は、「0～5時間未

満」の学校だと3割程度だが、時数が多くなるとその割合は大きく増え、「35時間以上」の学校では、

実に85.7％の教員が、保護者は英語教育の内容に満足していると捉えている（図1-7-3）。
他方、「英語教育の時間を増やすことを望んでいる」という項目では、「そう思う」という回答がも

っとも多かったのは「0～5時間未満」の場合（44.8％）で、時数が多くなるにつれ減少し、「35時間以

上」では30.8％となっている（図1-7-4）。

図1-7-3 保護者の様子①（高学年の年間時数別）
［①英語教育の内容に満足している］

図1-7-4 保護者の様子②（高学年の年間時数別）
［②英語教育の時間を増やすことを望んでいる］
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1. 保護者の様子
保護者は「英語教育の内容に満足している」と捉えている教員は約6割、
「英語教育の時間を増やすことを望んでいる」と捉えている教員は約4割。

学校は教育を提供する役割を担っている。実際に教育を受けるのは子どもであるが、保護者も教

育や教育に関する情報の提供を学校から受けているということもできるだろう。では、こうした教

育の受け手の様子を、教員はどのように認識しているのだろうか。

図1-7-1は、保護者が英語教育に対してどのような意見をもっていると思うかをたずねた結果で
ある。「英語教育の内容に満足している」について、「そう思う（とても＋まあ、以下同様）」と回答し

た割合は60.3％であった。一方で、「英語教育の時間を増やすことを望んでいる」について「そう思

う」と回答した教員の割合は、39.9％にとどまる。

次に、中心となる指導者別にみたものが図1-7-2である。「そう思う」の割合をみると、「英語教
育の内容に満足している」については、「学級担任」中心65.2％＞「外国語指導助手（ALT、AETなど）」

中心57.4％、「英語教育の時間を増やすことを望んでいる」については、「学級担任」中心35.8％＜「外

国語指導助手」中心41.2％だった。

図1-7-1 保護者の様子
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図1-7-2 保護者の様子（中心となる指導者別）
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保護者の様子についてうかがいます。貴校の英語教育に対して、保護者はどのような意見をもっ
ていると思いますか。

＊ 英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。

＊ 「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％
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2. 児童の変化（自由記述分析含む）
（1）英語活動への積極的な取り組み
まず、最も多くあげられたのは、「英語に慣れ、英語活動を楽しんでいる」（965件）という変化で

あった。代表的な意見を数例載せておく。

・英語が好きになっている。
・英語に対する不安が解消した。
・英語に対する抵抗感を持つ様子が見られなくなった。

ゲームや歌などの楽しい活動を通して、英語に対する抵抗感が薄れるようだ。また、それに伴

い、意欲や積極性もさらに増していく様子が見られる。

・「英語活動がすき」「もっとしたい」という子が多い。
・外国語に違和感を持つことなく、積極的に楽しむようになった。
・表情豊かに学習活動に取り組んでいる。
・授業に歌やリズムやゲーム感覚があり、表情が明るい。
・ALTと触れ合う中で、英語が通じる喜びを味わい、積極的になってきた。

外国語を学ぶ最大の喜びは、やはり「通じた！」という体験ができることであろう。早い時期に、

楽しみながらこのような経験が得られることは貴重なことである。これがその後の学習への動機

づけとなり、

・声を出して、元気よく、はずかしがらずに英語の単語を言うことができる。
・英語を話すことやALTとかかわることをはずかしいと思わない児童が多い。
・英語に慣れてきたため、わからない英語を聞いても、物怖じしないで反応しようとする姿が
どの学年にも見られる。

という意見に見られるように、外国語を学ぶ際につきものである「はずかしさ」や「不安」「わから

ないことに対する拒否反応」への耐性を培うことができる。

また、他教科とはまったく違う活動形態を取り入れていることで、「普段おとなしい子も、英語

になると楽しそうに活発になっている」「他の教科学習に自信を持てない子どもも積極的に授業に

参加し、楽しむようになった」という意見も多かった。普段見えてこない児童の一面を引き出し、

新たな自信を持たせるきっかけになるとすれば、英語活動を行う意義は大きいといえよう。

しかし、「楽しむ」というよい面は、英語活動を実施する学年が複数にまたがるほど、その持続

性が問われることになる。今回寄せられた意見の中には、同じ活動をしても学年ごとに反応が異

なったり、高学年になると消極的になったりする様子が書かれていたものもあった。

・英語に対して、素直に発音ができるようになった（特に4年生以下）。
・本市では3年生より英語教育を行っているが、特に3年生は興味・関心が高く、学習に対して
積極的である。しかし、学年があがるにつれて子どもの興味・関心が薄らいでいく傾向にある。

こうした意見からは、英語活動が導入される学年では、目新しさから「楽しむ」ことは比較的容

易であろうが、活動歴が長くなればなるほど、児童は認知的にも発達し、歌やゲームの繰り返し

では満足しなくなってくる様子がうかがえる。英語活動を行うことで得られるよい変化を持続さ

せ、後の学習へとつなげるためには、児童の発達段階や情意面を考慮に入れた活動が必要だとい

えるだろう。

英語教育を行うことで、児童によい変化が「あった」という回答は過半数
を占める。具体的な変化としては、「英語に慣れ、英語活動を楽しんでい
る」「外国人（ALTなど）に対して物怖じしなくなった」という回答が多い。

英語教育を行うことで、子どもたちによい変化があったかどうかをたずねたところ、図1-7-5の
ように、よい変化が「あった（とても＋まあ）」という回答は66.5％で、過半数を占めた。

その変化についてさらに具体的に回答してもらっているので、以下でその変化についてみてみよう。

英語教育を行うことで、貴校の子どもたちによい変化はありましたか。

図1-7-5 児童の変化

どのような変化があったか具体的にご記入ください。

図1-7-6 英語教育を行うことで児童に見られたよい変化
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＊子どもたちに（よい変化が）「とてもあった」あるいは「まああった」と回答があった2,190件中、2,171件の自由記述意見を分
類した。意見の抽出は、1人分の意見でも内容的に複数に分かれるものは分解して分類して行った。そのため、意見数は自由記
述回答人数よりも多くなっていることを記しておく。
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（％） 
＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
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・他教科の時間には消極的な子どもが積極的な活動場面を見せ、他の子もそれを認めている。
・自己表現力の向上、自他の長所の認識。

という意見も多数見られ、クラスメイトを多面的・肯定的に捉える態度の育成ともなっているよ

うであった。「活動の中で成就感を味わうことができ、それが自己肯定感につながる」ため、自信が

深まり、他者へも余裕を持って接することができるのではないかと考えられる。

さらに、表現力の向上だけでなく、周りとのコミュニケーションをとる能力や集団生活における

態度にも変化があるようだ。

・笑顔やアイコンタクト、大きな声というコミュニケーションの3つのひけつを身につけた。
・“Here you are.”“Thank you.”“You're welcome.”の気持ちが日本語でも表れるようになっ
た。

・外国人の講師から英語で話してもらうとき、「わからない」ではなく、「想像して理解しよう」と
いうコミュニケーション能力の力が高まったと思う。

・よく聴こうとする態度が育ってきた。友だちとのかかわりが、積極的になってきた。
・音楽やゲームを通して、集団で楽しくすごす、ルールを守るなどの態度面がよくなったように
思う。

・体を動かしたりゲーム的な内容が多いので、子どもたちは楽しく活動に取り組め、トータル的
にみるとクラスの雰囲気がよくなる。

・学級会や集会等で呼応する力や態度がよくなっている。

次に多かったのは、英語活動で交流したALTの出身国や他国の文化について興味が増し、積極

的に外国のことを調べた児童が多くいたという意見（253件）である。

・異国の文化や歴史にも興味を持ち、進んで調べたり、話し合ったりしている姿も多く見られる
ようになってきた。

・他国の生活、習慣、風俗に触れ、視野が拡がった。
・外国の人やALTとふれあうことができ、日本以外の国もあるんだ、日本以外ではこんなことを
するんだと気づくことができた。

また、多数ではないが、「他国の文化に触れ、日本の文化について再考した」「日本文化の良さを

再認識した」という声もあがっており、国際理解教育の一環として英語活動が機能しているといえ

そうだ。

（4）英語使用への素地の発達
英語活動以外での児童の英語に対する反応としては、日常的な「挨拶や、じゃんけんなどを英語

で行っている」「『これは英語で何て言うの？』などの質問を発する」といった、さらに英語に親しみ、

覚えて使おうとする姿勢が観察されている（216件）。

最後に、児童の英語力そのものに関しては、「発音が良くなった・語彙が増えた」という意見が57

件あった。比較的少数ではあるが、これらは自由記述による回答であり、先述のように児童の英語

に対する積極性が増していることを考えると、このような変化は実際はもっと多いことが予想され

る。「耳が柔軟なので、ネイティブそっくりに発音できる」「単語・アルファベットなど身につけた

ことは多い」など、現時点で培われた力は今後の児童の英語学習にプラスとなりうる。その証拠に、

「その他」（49件）として分類された意見の中には、

（2）外国人に対する抵抗感の減少
英語に親しむのと同時に、授業の主な担当者であるALTと交流することで「外国人（ALTなど）に

対して物怖じしなくなった」という意見が次に多く寄せられた（897件）。とくに、農林漁業地域の学

校からの回答では「（当校の）子どもたちは引っ込みがちだが、（外国人に話しかけることに）主体性

が出てきている」という意見が複数寄せられた。外国人が少ない地域でも、ALTが来校することで

児童の中の「外国人に対する抵抗感」が取り払われていくようだ。代表的な意見は、以下のようなも

のであった。

・ALTとコミュニケーションを図ることに抵抗が少なくなった。
・習った英語で、ALTの方にあいさつを進んでするようになった。英語が話せなくても、積極的
にALTの方にかかわろうとする姿が見られる。

・英語に興味を持ち、進んでALTと交流しようとしたり、前日から考えた質問を英語でしたりす
る姿が見られた。

・ALTの来校を楽しみにしているし、来校日は、給食、レクリエーションなど、いっしょに活動
することも多くなった。

また、「英語で話そうという動機づけができた。観光地で出会ったり来校したお客様の中に外国

人がいたりするとあいさつをしている」というように、ALTだけでなく顔なじみではない外国人に

対しても、物怖じせずフレンドリーな態度をとることができるようになった児童も多いようだ。さ

らに、大人に対してだけではなく、

・帰国子女に対して自然に接することができるようになった。
・外国籍児童への接し方によい変化がある。

というように、ともすると特殊視されがちな日本以外の文化背景を持った児童に対しても、接し

方によい変化が見られるようになったところもあるようだ。このような意識の変化は学級・学校全

体の雰囲気を変えられる可能性を持っており、それが次に紹介する意見とも共通するといえるだろ

う。

（3）コミュニケーション能力の向上、他文化への興味の高まり
次に多く見られたのは、「（英語に限らず）コミュニケーション能力や積極性の向上が見られる」

（302件）という、「英語」および「英語活動」の枠を超えた変化である。英語活動の時間だけでなく、

他の教科においても「人前で発表できる児童が増えた」「表現力（表情・声のトーンなど）が豊かになっ

た」という記述が多数あり、日本語におけるコミュニケーション能力も育まれていると見られる。

・表現に伴う学習を通して、身ぶり手ぶりを交え、表現力の高まりが感じられる。
・様々な活動に取り組むことで、子ども達が喜んで体験し、表現する楽しさの育成に役立った。
・人前で発表できる児童が増えた。
・表現することに積極的になった。まちがいや失敗を気にするより、行動（表現）することを楽し
んでいる。

また、英語活動でゲームなどを行うことにより、普段あまり関わらない児童同士にも交流が生ま

れ、

・英会話により、学級内の人間関係が深まり、広がった。



・中学へ進学したら、他校と比べて、ばつぐんに発音やヒアリングがいいと言われました。
・中学校へ行ってから、英語の授業に積極的に取り組む子が多いと聞いた。
・英語に対する見方がかわり、中学校の英語への移行がスムーズになった。
・9年間の長いスパンで見ると中学校での英語の実力アップにつながっている。子どもたちは、
英語にとても意欲的に取り組み、その結果として中学生の英語力が身についている。わずか12
名程度の中学生の人数であるが、この2年間で英検準2級に2名合格する等、成果を上げてい
る。

という声もあがっていた。「その他」に分類された他の意見としては、

・家庭内での話題づくりになった。
・英語に興味を持ち、英会話が主となる塾に通う子が増えた。
・イングリッシュサマーキャンプなどに参加する子どもが増えた。
・児童英検等、外部の英語関係に対して積極的に参加するようになった。
・（児童が）明るくなった。

といったものが見られた。

これまで、英語活動を通して児童に起こったよい変化を見てきた。英語や外国人などに対する抵

抗感をなくし、コミュニケーションや積極性を増し、その後の英語学習へとつながるという面で

は、英語活動の実施は非常に意義深いといえるだろう。しかし、他方で児童が培った英語への親し

みや興味を発達段階に応じてどのように持続させ、生かして指導していくかが、今後の大きな課題

ともいえるだろう。
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